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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 子 供 の 実 験 器 具 の 操 作 技 能 に 関 す る 研 究

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一
メ ス シ リ ン ダ ーの 操 作 を 通 し て

一

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〇 横 山 亮 道 （ 上 越 教 育 大 学 大 学 院 ） 、 戸 北 凱 惟 （ 上 越 教 育 大 学 ）　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 」
　 実 駿 の 基 本 的 能 力 の 育 成 は 、 理 科 教 育 の 目 的 の

一
つ で あ る 。　し か し 、　こ の 様 な 基 本 操 作

と、 児 童 生 徒 の 発 達 段 階 と の 関 連 を 追 求 し 距 基 礎 研 究 の デ ー
タ が ほ と

’
ん ど な い 。 そ の た め、

基 本 操 作 に お け る 学 年 配 当 は 、 経 験 と 融 に 頼 っ て い 遊 と い う 指 擶 が な さ れ て い る 。 そ こ で

本 聞 究 で は 、　小 学 校 化 学 実 験 で の 基 本 操 作 で あ る メ ス シ リ ン ダ ー に 着 目 し 、　発 邃 段 階 と ．
一定 の 液 量 を 量 り 取 る 能 力 と の 関 速 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し tz。

　 調 査 で は 、 量 り 取 り の 方 法 を 指 導 し た 後 1eOml 用 の メ ス シ リ ン ダ ーを 用 い て 窯 際 に 50n：1の

水 を 量 り 取 る ζ と を 課 題 と し た 。 量 り 取 り に は 、　時 間 の 制 阪 は 設 け ず 、 納 得 の い く 額 で 自

分 の 力 で 行 わ せ ta。 一 人 一人 が 量 り 取 っ 滝 水 は 、 筆 者 が そ の 重 量 を 測 定 し 、 讎 り 取 0 の 誤

差 を 求 め t2。

　 調 査 対 象 は 岐 皋 県 内 の 小 学 校 3 年 生 N 中 学 校 2 年 生 で 、 小 学 校 3 年 生 325 人 （7 校 ） 、 小

学 狡 4 年 生 364 人
・
（丁校 ） 、 小 学 校 5 年 生 378 人 （6 校 ） 、 小 学 校 6 年 生 405 人 （ 7校 ） 、　中 掌

校 1 年 生 309 人 （5 校 ） 、　中 学 校 2 年 生 鱈 B人 （6校 ） に 実 施 し 炬 。 　調 査 期 間 は 平 成 2 年 1 月

〜 2 月 で ． 小 学 校 5 年 生 は メ ス シ リ ン ダ v
の 操 作 法 を 学 習 後 で あ る 。

　 こ の 調 査 の 結 果 を も と に 次 の 3 つ の 点 か ら 分 析 し て 考 察 憩 行 い 、 そ の 内 容 を 鰻 告 ず る 。

　 　 1 、 各 学 年 間 の 測 定 能 力 の 発 達

2 ． 全 学 年 IZ お い て 男 女 差

3 ． 児 童 生 徒 の 測 定 の 系 統 的 な 誤 り の 有 無
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孝習煮の 馬彦ス ダわ レ i： Nr　ts　：＝ 粒 6概慮萌 滅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麁児島R ．WWAe 冫 夕
一 　 上 原順 音

Ψ覲 め 栽 孑撚 ‘：関てる翹 顯 向繝 亘 ［k〈e＊，

「
イし鞍 化 ヒ 瘰 各 吩 廴 蠣 イ疹

【た 2 葬 庄 ヒ
， 朱履修 朔 昇 凱 の 間凵 づ，粒袖 物 冕洛 ・

労え 溶 仁 ほ とん ど董し、が な い

ヒ・の 閥霧磁 ザ 励 誌 ヵ紛 が ・ た 。 そ こ で
，

理斜 磁 習に か 励 露 習融 透 頓ミる こ と

t：・
．r． 1

， 個 人差に義 犀 粒孑獗勧 貧成確 甥 磁 討3 ＆ こ ヒ 1蚊 た 、

彦カ ヒ彫 ス ク肩 レ ヒの 閼係 を駕 †Sb　1＝ 処 別 た．S　＊ ， 県鋒 歸 俸伽 庄御 づ， 惚 教 、

ras・・1も 繍 め 勤 ヵ噺 い ，
ワ ap

，
具弊 彫 が理 糾碍 勸 謫 勧 ・鮟 ・ とが！分概 蔦

ヒ こ ろが
，

翼 峰思考優位 め 注徒 ば
， 最 も蓼カヵ噺 い 狸籵で さえ も

，
弛 の 注 徒に 比 ベ マ ア ン

ダ
“ 一一　Y6 一

丿・ 一が 珍 い の で 6e ． こ め 二 とは
， 現 在鱒 鱗 に問題が あb こ と 葱葱嫁ずゐ 。

そ こ で
， 鱈 耳絳 彫 優位 の 庄知 紬 の 才囀 の 捌 労 が り労え 躰 と 撮 乱 初 あ i5

目艨 め 設 定
， 差・礎釣觀 療 ・裏駛技能 の 才旨噌・

ノ 科導田耄診や 記暑の 指残 ゲラフ イ匕  計二肄の 揖

導 ，
観 豪 ・　　　　　実験 を通 〔た学習 の指導並 び ‘＝ 評価 の 六 っ の 観点 1； 滄 げマ指蒋仮説を設．定 し

，

「
イし学変イLtと原 子 ・

ノ分子丿 の 授 1巣を ，

・仮説t：asっ 汽 、てノ誕開同ろ1…二あの 丿ぐ ソ コ ン 甲導…習ソ ワ

トをイ乍戒 した 。 次 に
， 米立争的 な見豸 ’多え方がトできて い な い具イ漆思考優位 の 庄彳ft　8人 （2

昇1主 ）1  　≧の ソ フ トで考習 Σせ 7ヒと こ ろノ　6 人 が期碕 ビ お りに 麦摎 した
。

　検証 例が袖Lあ マ ヴな く
，　しか も弛 象思考優・位の 注徒 に対でる調宜丿等を彳そ ワ マ い ない の℃

思芳 ス 餌 ル 」ノ酵 の 導習 と に 趨 性恕 盪 女刻 跚 ザ あ御 どう斜 竕 右巧 な し、が
， 具躰 羅

形優位の 些徒の 指導め 左 1播 に o し｝1 ば
，

一応 の擁 ずが 得畝 た 購 えゐ 。
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